
関東地方整備局 甲府河川国道事務所 

道路構造保全官 大里 弘人 



○ 関東地方整備局が管理する橋梁の建設後経過年数 
 関東地方整備局が管理する道路橋2,780箇所のうち、全体の34％にあたる約940箇所が一般に高度経済成長期と言われる1955年
から1973年にかけて建設されています。今後これらの橋梁の高齢化が一層進展していくことから、多額の修繕・架替え費用が集
中的に必要となることが懸念されます。 

橋梁箇所数
累積 

橋長15m以上 

橋長15m未満 

凡 例 

建設年度別の橋梁箇所数の分布 〔累積〕 
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【現在】
(2013年度) 

【20年後】 
(2033年度) 

【10年後】 
(2023年度) 

建設後の経過年数内訳 

※橋長2ｍ以上対象 
 (平成25年4月1日現在) 

  建設後50年以上の橋梁 
  建設後50年未満の橋梁 

建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 

不明 14箇所（0.5%） 



不明 

8% 

10年未満 

190箇所 

2% 

10～19年 

619箇所 

7% 

20～29年 

880箇所 

11% 

30～39年

1,850箇所 

23% 

40～49年

2,094箇所 

26% 

50年以上

1,855箇所 

23% 

6,277

箇所 
77% 

1,855

箇所 
23% 

4,183

箇所 
51% 

3,949

箇所 
49% 
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橋梁数 

１９７７年 中央道 
（東京～勝沼間）開通 

１９８２年 中央道全線開通 

建設年次不明数 
橋梁   ：   ６３７橋 

１－１ 山梨県内全橋梁の建設後経過年数 

建設後５０年 

１０年後建設後５０年 

１９８０年 中央道 
（長野～甲府昭和間）開通 

２０年後建設後５０年 

建設後の経過年数内訳 
※橋長2ｍ以上対象 

（平成27年2月1日現在） 

【現在】 
（２０１５年度） 

【１０年後】 
（２０２５年度） 

【２０年後】 
（２０３５年度） 

全橋梁 
8,132箇所 

  建設後50年以上の橋梁 
  建設後50年未満の橋梁 

※１）これ以降のグラフ、橋梁数は、長寿命化計画及
び定期点検計画のデータを使用して発表者が整理し
たものである。 
※２）建設年次が○～○年の橋梁は、範囲の中で按
分している。 

2,333

箇所 

29% 

5,799

箇所 

71% 

建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 

（橋） 
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700 ＰＣ橋 

ＲＣ橋 

鋼橋 

1,349

箇所 
35% 

2,501

箇所 
65% 

494

箇所 
13% 3,356

箇所 
87% 

1,498

箇所 
88% 

208

箇所 
12% 

950

箇所 
56% 

756

箇所 
44% 

513

箇所 
30% 

1,193

箇所 
70% 

建設後５０年 

１０年後建設後５０年 

２０年後建設後５０年 

【現在】 
（２０１５年度） 

【１０年後】 
（２０２５年度） 

【２０年後】 
（２０３５年度） 

鋼橋 ＲＣ橋 

ＰＣ橋 

2,479

箇所 
64% 1,371

箇所 
36% 

【現在】 
（２０１５年度） 

【１０年後】 
（２０２５年度） 

【２０年後】 
（２０３５年度） 

1,131

箇所 
93% 

88箇

所 

7% 

771

箇所 
63% 

448

箇所 
37% 

543

箇所 
45% 676

箇所 
55% 

【現在】 
（２０１５年度） 

【１０年後】 
（２０２５年度） 

【２０年後】 
（２０３５年度） 

建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 

建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 

１－２ 県、市町村管理橋梁の橋種別建設年次分布 

    （鋼橋、ＲＣ橋、ＰＣ橋） 

・ＲＣ橋梁の老朽化が先行 
・Ｆ１１Ｔボルト、床版設計年度にも注意が必要 

（橋） 



（参考）橋梁の橋長別分布 
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（橋梁数） 

・橋長１０ｍ未満の橋梁が全体の５６％を占める。 
・全ての橋梁延長合計は、約２１０ｋｍ。 
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不明 

0% 

10年未満 

16箇所 

8% 
10～19年 

45箇所 

22% 

20～29年 

35箇所 

17% 
30～39年 

22箇所 

11% 

40～49年 

47箇所 

23% 

50年以上 

39箇所 

19% 

１９８２年 中央道全線開通 

１９９８年 雁坂道路開通 

１９６７年 
新御坂トンネル開通 

１－３ 建設年次別の管理数（トンネル） 

建設後５０年 

１０年後建設後５０年 

２０年後建設後５０年 

２０４本 

165箇

所 

81% 

39箇

所 

19% 118箇

所 

58% 

86箇所 

42% 

96箇

所 

47% 108箇

所 

53% 

建設後の経過年数内訳 
（平成27年2月1日現在） 

【現在】 
（２０１５年度） 

【１０年後】 
（２０２５年度） 

【２０年後】 
（２０３５年度） 

全トンネル 
２０４本 

(平成27年2月1日時点） 

  建設後50年以上のトンネル 
  建設後50年未満のトンネル 

建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 

（本） 
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シェッド 

１－５ 建設年次別の管理数 
             （シェッド） 

 ５２基 

52箇

所 
100% 

0箇所 
0% 

48箇

所 
94% 

3箇所 

6% 

51箇

所 
98% 

1箇所 

2% 

【現在】 
（２０１５年度） 

【１０年後】 
（２０２５年度） 

【２０年後】 
（２０３５年度） 

建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 

不明   

46% 

10年未満 

14箇所 

15% 

10～19年 

35箇所 

10% 

20～29年 

11箇所 

23% 

30～39年 

49箇所 

4% 

40～49年 

13箇所 

2% 

50年以上 

0箇所 

0% 

建設後５０年 

１０年後建設後５０年 

２０年後建設後５０年 

１９６８年 飛騨川バス転落事故 

「道路防災点検」、「雨量に基づく
事前通行規制」が制度化 

シェッド 

建設後の経過年数内訳 
（平成27年2月1日現在） 

全シェッド 
52基 



１－３ 橋梁の橋長別分布 
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系列1 

（橋梁数） 

橋長２０ｍの橋梁が全体の７５％を占める。 
 橋梁の延長合計は、約２１０ｋｍ。 
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カルバート 

１－６ 建設年次別の管理数 
             （大型カルバート） 

建設後５０年 

１０年後建設後５０年 

２０年後建設後５０年 

１９６８年 飛騨川バス転落事故 

「道路防災点検」、「雨量に基づ
く事前通行規制」が制度化 

１５６基 

81箇所 
60% 

62箇所 
40% 

【現在】 
（２０１５年度） 

【１０年後】 
（２０２５年度） 

【２０年後】 
（２０３５年度） 

156箇

所 
100% 

0箇所 

0% 

143箇

所 
92% 

13箇所 
8% 

不明   

22% 

10年未満 

14箇所 

9% 

10～19年 

35箇所 

23% 

20～29年

11箇所 

7% 

30～39年 

49箇所 

31% 

40～49年 

13箇所 

8% 

50年以上 

0箇所 

0% 

大型カルバート 

建設後の経過年数内訳 
（平成27年2月1日現在） 

建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 

全カルバート 
156基 

建設年次不明  ３４基 



不明 

3% 10年未満 

5箇所 

5% 10～19年 

11箇所 

12% 

20～29年 

10箇所 

10% 

30～39年 

10箇所 

10% 

40～49年 

58箇所 

60% 

50年以上 

0箇所 

0% 

0

5

10

15

20

25

30

35

橋数 
全国及び山梨県の交通事故死亡
者は、１９７０年のピークまで増加。 
「第１次交通戦争」と言われた。 

１－６ 建設年次別の管理数（横断歩道橋） 

建設後５０年 

１０年後建設後５０年 

２０年後建設後５０年 

 ９７橋 

【現在】 
（２０１５年度） 

【１０年後】 
（２０２５年度） 

【２０年後】 
（２０３５年度） 

97箇

所 

100% 

0箇所 
0% 39箇所 

40% 58箇所 

60% 

29箇所 

30% 68箇所 

70% 

建設後の経過年数内訳 
（平成27年2月1日現在） 

全横断歩道橋 
97箇所 

(平成27年2月1日時点） 

  建設後50年以上の横断歩道 
  建設後50年未満の横断歩道 

建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 

（橋） 建設年次不明  ３橋 



不明 

32% 

10年未満 

20箇所 12% 
10～19年 

53箇所 31% 

20～29年 

23箇所 14% 

30～39年 

12箇所 

7% 

40～49年 

6箇所 

4% 

50年以上 

0箇所  0% 

建設年次不明数 ５４基 

0

5
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35

40

45

50

基数 

２０００～２００４年の門型標識、門
型情報提供施設はすべて中央道
（富士吉田線）、県道への設置。 

１－７ 建設年次別の管理数（門型標識） 

建設後５０年 

１０年後建設後５０年 

２０年後建設後５０年  １６８基 

【現在】 
（２０１５年度） 

【１０年後】 
（２０２５年度） 

【２０年後】 
（２０３５年度） 

建設後の経過年数内訳 
（平成27年2月1日現在） 

168

箇所 
100% 

0箇

所 

0% 

162

箇所 
96% 

6箇

所 

4% 
150箇

所 

89% 

18箇所 

11% 

全門型標識 
168箇所 

(平成27年2月1日時点） 

  建設後50年以上の門型標識 
  建設後50年未満の門型標識 

建設後50年以上の橋梁箇所数の推移 

（基） 



国道 ２０号  １０１．９ｋｍ 
国道 ５２号   ９１．３ｋｍ 
国道１３８号   １４．２ｋｍ 
国道１３９号   ５１．６ｋｍ 
 

橋 梁                        ３１２橋        
トンネル                  １２本 
シェッド          １８基 
大型カルバート          ５基 
横断歩道橋                 ５５橋 
門型標識          １８基 

計          約２５９ ｋｍ 

２－１ 直轄国道（甲府河川国道事務所管理） 



 （１） 「速やかに補修が必要」なＣ判定と「詳細な調査が必要」なＳ判定に 

    着目すると、 

    ・全部材では、    Ｃ判定：4.6%  Ｓ判定：0.8% （C+S=1,290部材） 

    ・主要部材では、   Ｃ判定：5.0%  Ｓ判定：1.3% （C+S=  867部材） 

    ・その他部材では、 Ｃ判定：3.9%  Ｓ判定：0.2% （C+S=  423部材）  
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２－２ ２巡目橋梁点検（～Ｈ２５年度）の結果 



（２） 主要部材Ｃ判定の原因は、左グラフのとおり、「防水・排水工不良」、「製作・施工不 

   良」が68%を占める。損傷は、「鋼橋の腐食」、「防食機能の劣化」が多い。 

（３） （２）下線の原因は、適切な点検と維持管理で防止できる。 

（４） 主要部材Ｓ判定は、右グラフのとおり、鋼橋の疲労を原因とする亀裂損傷とコンク 

   リート橋のひびわれが多い。 

 

疲労, 56, 8.1%

凍害, 8, 1.2%
中性化, 1, 0.1%

材料劣化, 11, 

1.6%

その他（想定外

の荷重）, 17, 2.5%

その他（衝突）, 2, 

0.3%

その他（偏土圧・

圧密沈下）, 2, 

0.3%

その他（洗掘・浸

食）, 5, 0.7%

その他（乾燥収

縮・温度応力）, 5, 

0.7%

その他（品質の

経年劣化）, 95, 

13.7%

その他（製作・施

工不良）, 140, 

20.2%

その他（防水・排

水工不良）, 331, 

47.8%

その他の原因, 

19, 2.7%

主要部材Ｃ判定の原因（甲府河川国道）

疲労, 75, 

42.9%

アルカリ骨材

反応, 2, 1.1%

その他（想定

外の荷重）, 

1, 0.6%

その他（偏土

圧・圧密沈

下）, 6, 3.4%

その他（乾燥

収縮・温度応

力）, 30, 

17.1%

その他（製

作・施工不

良）, 22, 

12.6%

その他（防

水・排水工不

良）, 19, 

10.9%

その他（構造

形式・形状不

良）, 8, 4.6%

その他の原

因, 12, 6.9%

主要部材Ｓ判定の原因（甲府河川国道）

２－３ ２巡目橋梁点検（～Ｈ２５年度）の結果 



２－４ 補修、修繕の取り組み 

 ・点検結果に基づく橋梁補修は、過去３ヶ年をとっても、Ｈ２４年度：１９橋 

  Ｈ２５年度：１４橋、Ｈ２６年度： ６橋、の補修を行っている。 

補修前 

補修後 

補修前 

補修後 

防食機能の劣化 

塗装塗替え 

支承の損傷 

支承の交換 



・建設後47年を経過した横断歩道橋から腐食金属片が落下し、第３者の車両に被 

 害を及ぼした。原因はデッキプレート上に溜まった雨水によって腐食が進行したこ 

 とによる。 

・デッキプレートの腐食は、鋼材上面から進行するため、下面から腐食の程度を正 

 確に把握することは困難。 

 

国道１３９号 上暮地横断歩道橋 落下した腐食金属片 

２－５ 損傷事例 



・腐食金属片が落下した横断歩道橋は、通行止めにして、防護ネットによる緊急 

 措置を実施。 

・また、同年代もしくは同年代より古い歩道橋の緊急点検を実施。３４橋中９橋に 

 同様の腐食を確認。 

・現在、補修設計及び応急処理を実施。 

 

 

２－６ 損傷事例 

デッキプレートの孔食を伴う著しい腐食     防護ネットによる緊急措置 



全国の道路種別別橋梁数 土木技術者数 

（参考） 山梨の道路種別別橋梁数 

高速自動

車国道 

約396橋 

5% 

直轄国道

約312橋 

4% 

補助国

道・都道

府県道 

1,784橋 

21% 
市町村道 

5,757橋 

70% 



神奈川県・県内19市の職員数推移（日刊建設通信新聞社調査） 

自治体名  
2005年度 2008年度 2011年度 2014年度 

全職員 土木職 全職員 土木職 全職員 土木職 全職員 土木職 

神奈川県 8,458 728 7,753 649 7,334 616 6,997 604 

横浜市 28,205 182 26,089 181 25,531 222 25,595 214 

川崎市 14,934 726 13,968 724 13,647 432 13,211 429 

相模原市 3,882 214 4,655 249 4,520 243 4,672 258 

横須賀市 3,888 353 3,664 331 3,205 333 3,186 329 

平塚市 2,349 103 2,287 93 2,262 87 2,344 79 

鎌倉市 1,547 107 1,426 100 1,410 94 1,362 86 

藤沢市 3,423 209 3,358 200 3,311 199 3,472 227 

小田原市 1,960 153 1,876 142 1,956 135 2,176 130 

茅ヶ崎市 1,841 64 1,834 67 1,895 67 2,007 69 

逗子市 515 20 486 16 453 11 447 13 

三浦市 680 36 629 35 563 34 562 32 

秦野市 1,161 81 1,097 72 1,084 70 1,073 74 

厚木市 2,121 127 2,123 120 2,025 108 1,975 87 

大和市 1,848 79 1,840 79 1,822 66 1,856 60 

伊勢原市 802 57 764 53 707 51 677 43 

海老名市 829 49 804 39 782 45 773 48 

座間市 896 - 845 50 814 46 805 46 

南足柄市 425 47 392 40 341 30 317 29 

綾瀬市 650 46 628 34 615 37 607 43 

合計 80,414 3,381 76,518 3,274 74,277 2,926 74,114 2,900 

神奈川県内１９市における職員の減少   
  2005→2014年度 
             全職員 80,414 →74,114(▼   7.8%) 
             土木職   3,381 →   2,900(▼14.2%) 
              （日刊建設通信新聞社調査） 





地方公共団体の三つの課題（人不足、技術力不足、予算不足）に対して、国が
各都道府県と連携して、支援方策を検討するとともに、それらを活用・調整す
るため、「道路メンテナンス会議」を設置 

  

 

関係機関の連携による検討体制を整え、課題の状況を継続的に把握・共有し、効果的な老朽化

対策の推進を図ることを目的に、全都道府県で「道路メンテナンス会議」を設置 

「道路メンテナンス会議」による地方公共団体の取組みに対する支援 

・地方整備局（直轄事務所） 
・地方公共団体 
・高速道路会社 
・道路公社 
 他 

１．研修・基準類の説明会等の調整 

２．点検・修繕において、優先順位等の考え方に該当す
る路線の選定・確認 

３．点検・措置状況の集約・評価・公表 
４．点検業務の発注状況支援（地域一括発注等） 
５．技術的な相談対応           等 

 体 制   役 割  



（１）設 置     平成26年5月28日（第１回） 
（２）構 成   県内の全道路管理者（NEXCO、国、県、公社、27市町村） 
           山梨県建設技術センター 
（３）会長 ： 甲府河川国道事務所長 
（４）会議開催経緯 ： 第２回 平成26年10月  1日 
                   第３回 平成26年12月24日 

H26.5.29 山梨日日新聞 
H26.5.28 ＹＢＳニュース 

４－１ 山梨県道路メンテナンス会議の概要 



 

（１）跨線橋専門部会 

    鉄道を跨ぐ橋梁の道路管理者 

   ・ＪＲ東日本中央線、小海線（八王子支社、長野 

                                                              支社）  

    ７４橋 ← １０道路管理者 

     ・ＪＲ東海身延線（静岡支社） 

    １１橋 ←  ６道路管理者 

   ・富士急行 

            １３橋 ←  ３道路管理 

（２）跨道橋専門部 

        高速道路を跨ぐ橋梁の道路管理者 

         ・中央自動車道 

            ８０橋  ← １０道路管理者 

 

※）山梨県が一括して鉄道事業者および高速道路会   

       社と協議する方式を目指している。 

４－２ 専門部会の設置 

○市  △市  □村 

↓       ↓       ↓ 

点 検 協 議 

○市  △市  □村 

↓       ↓       ↓ 

点 検 協 議 

県 

↓        



（１）地域一括発注 
      ① 地域一括発注 ： 複数の市町村の点検業務を一括して発注すること          
                 により、契約事務や予算の市町村負担を軽減する 
                 ことを目的としている。 
 
  ② 市町村アンケート（Ｈ２６．９）結果 
     「一括発注方式を利用する」 ： １８市町村（６６．６％） 
     「一括発注方式を利用しない」 ： １町   （ ３．７％） 
     「どちらとも言えない」     ：   ８市町村（２９．６％） 
 
  ③ 第２回メンテナンス会議でアンケート結果を報告し、「山梨県建設技術 
     センター」が実施主体となって一括発注を進めている。 
     ・H26.10.30 市町村を対象にした「一括発注説明会」を開催 
 
  ④  Ｈ２７年度分については、現在、市町村の意向を調査中。 
 
 
 

４－３ これまでの取り組み 



（２）点検要領説明会 
   ・H26.6に公表された「点検要領」のうち「橋梁点検要領」について、市町 
    村担当者を対象にした説明会をH26.9.10に開催。２５市町村から４３名 
    が参加。 
   ・今後も継続して点検に関する講習会や現地講習会を開催していくこと 
    としている。 

４－３ これまでの取り組み 



（３）現地点検講習会 

     ・市町村担当者を対象にした「現地点検講習会」をH26.12.5開催。１５市 

    町村から３２名が参加。 

   ・鋼橋、ＲＣ橋を対象にした近接目視点検とともに、補完的な点検方法 

    として「ポールカメラ」、「ファイバースコープ」を用いた点検も試行。 

   ・また、床版の非破壊検査も試行。  

 

 

梯子、高所作業車を用いた近接点検 ポールカメラによる点検 

４－３ これまでの取り組み 



 （４） ５ヶ年（H26～H30年度）の点検計画の策定 
    （橋梁の例） 
                26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 
       甲府河国      68    56    66    52    70   
       山梨県      408    459    321         331          265     
       ネクスコ                75            96          103           47            75 
       道路公社                0              0            10             0               0  
       市町村                284      1,162       1,414     1,425       1,491 
        合 計               835      1,773       1,904     1,855       1,901 
    
  ※１）点検数は、点検の優先順位（緊急輸送道路の跨道橋等）、予算の平準 
      化を考慮して策定。 
  ※２）点検数は、協議の進捗等により変動する場合がある。    

４－３ これまでの取り組み 



 （５）法定外施設の点検 
         ①水路橋、農道橋などの道路法上の道路以外の施 
      設の点検については、メンテナンス会議の下に  
               「（仮称）跨道橋連絡会議」を設置して、施設管理 
             者に点検の実施と点検結果の報告を要請してい 
     く。 
   ②Ｈ２６年度中に「跨道橋連絡会議」を開催する予 
     定。 
     

４－３ これまでの取り組み 



（６）合同橋梁点検 

   ・県内１１市町村の点検担当者と合同で橋梁を点検。 

   ※）直営点検する場合や点検業務を管理する上でも、自ら点検して 

      「記録に残す」、「写真を撮る」、「損傷の原因を考える」経験が 

     大切。  

 

 

４－３ これまでの取り組み  



（１）「道の駅」でのパネル展      道の駅とみざわ （ 7/20～ 8/ 3） 
                    道の駅甲斐大和 （ 6/19～ 7/ 6） 
                      道の駅なるさわ   （ 6/18～ 7/ 4） 
                      道の駅富士吉田 （ 6/19～ 7/ 6） 
                      道の駅はくしゅう  （ 7/13～ 8/ 2） 
（２）ＳＡでのパネル展             中央道双葉ＳＡ （ 9/ 8～ 9/16） 
                        談合坂ＳＡ （ 9/16～ 9/24） 
（３）公共施設、イベント等でのパネル展 
    富士川夏祭り （7/26） 
    大月市役所 （ 9/30～10/10） 
    大月軽トラ市 （10/18） 
    塩山ふれあい館 （11/ 6） 
    甲府工業高校 （11/22） 
（４）今後の予定 
   2月（2週間） ＪＲ甲府駅コンコース 

 
 
 

５－１ 老朽化に関するパネル展  



 （１）佐伯橋（都留市田原） 
    ・昭和 ２年建設 
    ・橋長４５ｍ、幅員５．６ｍ 
    ・鋼上路アーチ橋（ＲＣ床版） 
    ・H22の点検結果から「通行止め」措置 
    ・H25年度から補修工事実施中 
     （点検足場あり） 

 
 

５－２ 現地見学会（平成26年10月24日） 

車両通行止め措置を実施 

佐伯橋 



 （２）現地見学会の状況 

         ・メンテナンス会議メンバーの他に都留市長、谷村工業高校生40名も参加 

         ・点検ハンマー、クラックスケールを用いた点検を体験。  

         ・高校生からは「打音によって老朽化の進行が分かった」などの感想。 

床版の鉄筋露出、腐
食状況 

主桁の腐食状況 

床版の体験点検 主桁の点検体験 

５－２ 現地見学会 



 （３）新聞記事等 

H26.10.25  山梨日日新聞 

５－２ 現地見学会 



 （１）跨線橋、跨道橋点検については、鉄道事業 

    者、高速道路会社との協議を進めて、確実 

    に実施していく。 

 （２）その他の道路施設についても河川協議等を 

    進めて、確実に実施していく。 

 （３）点検に要する予算や時間の負担を軽減する 

    観点から「点検の新技術」の開発、提供が望 

    まれる。    

６－１ 点検計画に基づく確実な点検の実施  



 （１）２７年度から本格的な点検業務の地域一括 

    発注に取り組み、市町村の人的・財政的な 

    負担軽減を図る。 

 （２）そのため、現在、市町村に対して２７年度の 

    一括発注点検の意向調査を進めている。    

６－２ 地域一括発注  



（１）直轄診断 

 ・道路施設については、各道路管理者が 

  責任を持って管理するのが基本。 

 ・それでもなお、自治体の技術力等に鑑 

  みて支援が必要なもの（複雑な構造を有 

  するもの、損傷度合いが著しいもの、社 

  会的に重要なもの等）に限り、国が整備 

  局の職員等で構成する「道路メンテナン 

  ス技術集団」を派遣して、技術的な助言 

  を行うもの。 

 ・H26年度は、全国で３橋について試行。 

  関東では群馬県嬬恋村の大前橋で試 

  行。 

 （２）修繕支援 
  ・一定の構造物を対象にした国による修繕・ 
   改築の代行 
  ・橋梁の架け替えなどの一定規模以上の事 
   業に対しては、新たな補助制度をH27年度 
   予算に計上。 

 
 

 
 
   
    

６－３ 直轄診断、修繕支援   



 道路には、「法面」、「舗装」、「照明柱」、「Ｆ
型、単柱標識」、「擁壁」などの施設もあり、これ
らの施設についても点検、補修を進めていく。  

 

 今後とも老朽化対策へのご理解、ご協力をお
願いします。 

 

 

他の施設の点検   


